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地域に根ざした食育活動を実施されているボランティ
ア団体です。「いずみ会」の名称は、『栄養は命のいずみ』
から名づけられています。食生活改善推進員として、「私
達の健康は私達の手で」を合言葉に、自分の、家族の、
地域の、食育や食生活の改善に努められています。

〇米油が体によいため、給食で使ってほしい。
〇健幸ポイント事業の取組と合わせて、健康まつり等で

健康啓発を行ってほしい。幼児から高齢者まで幅広く
健康増進の活動ができれ 
ばと考えている。

〇化学調味料など様々な知 
識を若い世代にも広げた 
いが、会員が高齢化して 
いる。若い世代の会員を 
増やす方法を考えたい。 

●地域で実施している高齢者の健康教室での食生活のア
ドバイスなど、勉強会等に来ていただくことは可能か。

→アドバイスするなど出向いています。

●若い世代はネットの情報が主体だが、リアルの場では
情報交換や体験を求めており、地域に学びの場がある
といいのではないか。どのように情報発信をされてい
るか。

→主に口コミで、広報への掲載や会報の作成も行ってい
ますが、あまり広がっていない状況です。ホームペー
ジも作成しているので、若い世代にも見てもらえるよ
うな仕組みづくりが必要と考えています。

〇いずみ会の運営について、市の支援をもう少しお願い
したい。

〇料理教室などの費用の負担をお願いしたい。

加西市議会では、議会基本条例に基づいて「市民との意見交換会」を実施し、お聞きした意見、要望は市
政に反映するよう努めています。 
　令和 5 年度は、10 月 30 日に加西市いずみ会、11 月 15 日には NPO 法人加西市スポーツ協会と議会報告並
びに意見交換会を行いました。 
　そこで述べられたご意見の一部を紹介します。

             議会報告「市民との意見交換会」

加西市いずみ会

要望・提言

令和 5 年 10 月 30 日

 

市民の体力向上、健全なスポーツの振興を図り、加西
市における体育文化の発展に寄与することを目的に活動
されています。各種スポーツ大会やレクリエーション事
業、指導者の育成などを行うとともに、市の体育施設や
グラウンドの管理や整備もされています。 
 

〇災害時の避難所としても冷暖房設備が整った新しい体
育館が有用だと思う。

〇中学校の部活指導だが、練習時間が 30 分となっており、
何もできずに上達しない現状がある。 
 

●令和 4 年度の各体育施設の利用状況が 100％を超えて
いるが、努力された結果ということか。

→利用率は前年度比で、令和 3 年度の利用状況が悪く改
善されたように見えています。コロナ前の利用者数に
戻っていませんが、徐々に増えてきています。

〇各施設のトイレの温便 
座と洗浄シャワーへの 
交換を要望する。

〇市民グラウンドのフェ 
ンス等での周辺の安全 
対策をお願いしたい。

〇アラジンスタジアムの 
外装を綺麗にしてほしい。

〇勤労者体育センターについては、以前耐震化の話がで
ていたが、耐震化すると建て替えが遅くなるため、建
て替えを要望する。

〇学校施設を借りて活動しているが、統廃合で学校がな
くなると施設が使えなくなるのか心配している。引き
続き使用させてほしい。

〇人口減少の中、一般成年男子のバレーボールチームは
3 チームまで減っている。次の世代へつなげていくた
めにも、人口誘致対策をお願いしたい。

NPO 法人 
加西市スポーツ協会 要望・提言令和 5 年 11 月 15 日
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